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聖徳太子ゆかりの町 王寺町
特　集 まちかど探索

シリーズ 奈良モノ語り　「奈良墨」

　　　
奈良の昭和遺産
特　集



山眠る冬も終わり、山笑う春がやってきました。季節はいつも
のように巡りゆくけれど、大きく様変わりした日常はまだまだ
厳しい日が続きそうです。

春告げ鳥とも言われている鶯。その年の一番初めに聞く鴬の声
を「初音」といいます。この長い災禍の終わりとともに安寧の
訪れを告げてほしいものです。

冬こもり　春さり来れば　あしひきの
山にも野にも　鴬鳴くも

奈良万葉活写

22

聖徳太子ゆかり

の法隆寺（奈良

県斑鳩町）が、太

子没後1400年の

御聖諱法要を令

和３年４月３～５

日に営むにあた

り、住みたい町・住んでよかった町全国１

位の王寺町を特集しました。太子葬送の

太子道を散策しながら、聖徳太子ゆかり

の地を訪れてみてはいかがですか？

新型コロナ終息後に観光旅行したい国で

日本、地域で奈良が上位にランキングされ

ています。新たな需要を取り込む動きと

して、ワーケーション誘致に取り組む自治

体も多く、奈良の朝景・夕景を楽しみなが

ら、奈良の端っこで働く方が、アフターコ

ロナに増える気配がしております。

第42号（次号）からは、新たなメンバーで

紙面を構成して参りますので、読者様に

おかれましては、今後もImajin21の「ファ

ン」として温かく見守っていただけたら幸

いです。
代表取締役社長　近東　宏佳

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

https://www.ksp-group.co.jp/

奈良の観光情報まとめサイト
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世界
遺産リレー連載 奈良の風景

啓林堂書店の外さない本棚
12 奈良で朝景・夕景を楽しむ

奈良墨12
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こう きょ

2021年は聖徳太子が薨去さ
れてから1400年の節目の年。
太子ゆかりの寺院や地域では、
御遠忌といって、法要や関連
行事が多数とり行われます。

聖徳太子
1400年御遠忌

ご　おん　き

1

　
奈
良
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
王
寺

町
は
、
周
辺
地
域
に
世
界
遺
産
法
隆
寺

を
は
じ
め
、
太
子
ゆ
か
り
の
地
が
点
在

す
る
地
域
に
あ
り
ま
す
。
王
寺
町
に
も

達
磨
寺
や
太
子
葬
送
の
道
な
ど
、
太
子

ゆ
か
り
の
足
跡
が
多
数
残
さ
れ
、
町
の

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
雪
丸
」
も
太
子

の
愛
犬
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
愛
ら
し
い

姿
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
に
県
内
で
初
め
て

鉄
道
が
開
通
し
た
町
と
し
て
も
知
ら

れ
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
歴
史
の
面
影

を
色
濃
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
３
６
０
度
の
絶
景
ビ
ュ
ー
が
楽

し
め
る
明
神
山
は
、
世
界
遺
産
が
５
つ

見
晴
ら
せ
、
恋
人
の
聖
地
と
し
て
も
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
。
王
寺
町
は
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
魅
力
た
っ
ぷ
り
で
楽
し
め

る
町
で
す
。

ま
ち
か
ど
探
索

「街の住みここちランキング2020」
大東建託株式会社 賃貸未来研究所

街の住みここち　　
「自治体」ランキング

全国１位

聖徳太子の足跡が今もいたる所にのこる王寺町。
鉄道のまち、住みよいまちとしても知られる町の魅力を
聖徳太子没後1400年に再発見します。

奈良県北葛城郡

王寺町観光・広報大使 
聖徳太子の愛犬 雪丸 

太
子
ゆ
か
り
の
里
、だ
け
じ
ゃ
な
い
！

王
寺
町
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
紹
介
!!



王寺町
MAP

三郷
駅

明神山参道
明神山鳥居

冒険の森
in おうじ

明神山
駐車場

りーべる王寺東館

JR大
和路
線

近
鉄
田
原
本
線

JR
和
歌
山
線

信
貴
山
下
駅

畠
田
駅

近鉄生駒線

達磨寺

P

王寺町役場
JR王寺駅

明神山
自然の森
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168

王寺駅 新王寺駅

舟戸児童
公園

聖
徳
太
子
葬
送
の
道（
太
子
道
）

　
王
寺
町
に
は
、
太
子
道
と
も
呼
ば
れ

る
、
聖
徳
太
子
葬
送
の
道
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
推
古
天
皇
30 （
６
２
２
）年
に

聖
徳
太
子
が
斑
鳩
で
亡
く
な
り
、お
墓

の
あ
る
磯
長（
現
在
の
大
阪
府
太
子
町
）

ま
で
葬
送
さ
れ
た
道
の
こ
と
を
い
い
、

道
沿
い
に
太
子
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
や

伝
承
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
王
寺
町
で
は
、
聖
徳
太
子
１
４
０
０

年
御
遠
忌
に
ち
な
ん
で
、
人
気
の
「
歴

史
リ
レ
ー
講
座
」
を
2
0
2
1
年
度
上

半
期
は
御
遠
忌
記
念
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
王
寺
町
や

斑
鳩
町
な
ど
ゆ
か
り
の
地
域
と
奈
良
交

通
株
式
会
社
が
連
携
し
、「
聖
徳
太
子
ゆ

か
り
の
里
わ
ん
デ
イ
パ
ス
」
の
販
売
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
聖
徳

太
子
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

木造達磨坐像
（室町時代・国指定重要文化財）

※「歴史リレー講座」の詳細、お問合せは、王寺町観光協会 TEL:0745-33-6668（https://home.oji-kanko.kokosil.net/ja/）
　状況により予告なく開催中止や開催方法等を変更する場合があります。上記ホームページ等で最新情報をご確認ください。
※「聖徳太子ゆかりの里 わんデイパス」の詳細は奈良交通お客様サービスセンターへ。TEL:0742-20-3100（8:30～19:00）
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× 達磨大師
太子が水や食物、衣服を与
えて飢人を助けたという
伝承が残る王寺町。残念な
がら飢人は亡くなり、それ
を悲しんだ太子が飢人を
埋葬したと伝わる地に建
立されたのが達磨寺。この
飢人が達磨大師の化身
だったといわれています。

県内初の鉄道開通で知られる
王寺町は鉄道のまち！
全国の鉄道ファンからも鉄道のまちとし
て知られる王寺町の舟戸児童公園には、
1944年製造のD51型（デゴイチ）蒸気機
関車が展示されており、運転席に座るこ
ともできます。すぐ両脇をJR関西線（大和
路線）や近鉄田原本線が走り、鉄道の町の
公園として雰囲気は抜群。春には桜の名
所として、毎年カメラマ
ンからも注目を集めて
います。

所として、毎年カメラマ
ンからも注目を集めて
います。

太
子
葬
送
の
道
と
、

王
寺
町
の
今
。

１
４
０
０
年
御
遠
忌
を
迎
え
て

昭和37（1962）年当時の
王寺駅の様子

高見山
1,248ｍ

三輪山
467ｍ

巻向山
567ｍ

龍王山
586ｍ

国見山
1,016ｍ

箸墓古墳

大神神社

耳成山
139ｍ

天香久山
152ｍ

藤原宮跡 飛鳥京跡

畝傍山
199ｍ

高取山
584ｍ

山上ヶ岳
1,719ｍ

大台ヶ原
1,695ｍ

竜門岳
904ｍ

舟戸児童公園
蒸気機関車（D51）の展示

（所在地:王寺町舟戸1-3973-1） 



木造聖徳太子坐像
（鎌倉時代・国指定重要文化財）

明神山鳥居。山頂にはここから徒歩40分。
（所在地:王寺町明神４。駐車場あり）

■みんな大好き 雪丸グッズ

▲●●●●●

　
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
り
ー

べ
る
王
寺
東
館
５
F
）
に
あ
る
雪
丸
ミ

ニ
プ
ラ
ザ
は
雪
丸
と
観
光
の
情
報
で

い
っ
ぱ
い
。
雪
丸
カ
フ
ェ
ポ
エ
ム
で
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ル
メ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も

続
々
と
登
場
。
2
0
2
1
年
は
王
寺
町

と
雪
丸
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
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■みんな

雪丸クッキー▶

▼雪丸チーズケーキ

▲雪丸てぬぐい・
　雪丸かや生地ふきん

雪丸トートバッグ▶▲雪丸願い札

山頂の
水神社
（日本遺産）

聖徳太子 ×

片岡山 達磨寺
奈良県北葛城郡王寺町本町2-1-40
TEL：0745-31-2341
拝観時間：10:00～15:00
※土・日曜はボランティアガイドの案内あり
駐車場：あり

明神山 自然の森
奈良県北葛城郡王寺町畠田2640
TEL：0745-33-6668（王寺町観光協会）
※参道には徒歩のみ通行可。お車は明神山
　駐車場（9:00～19:00）をご利用ください。

恋人の聖地として知られる王寺町の自慢！
明神山山頂の絶景大パノラマ！
山頂に水の神様が祀られる明神山
は、参道（登山道）入口に鳥居があ
り、徒歩40分ほどで登れる標高
273.6mの親しみやすい山です。
山頂に恋人同士が愛を誓う「悠久
の鐘」があることで有名。「『葛城修
験』―里人とともに守り伝える修験
道はじまりの地」として文化庁の
日本遺産に認定されています。

▲明神山360度ビュー
「古都京都の文化財」、「古都奈良の文化財」、
「法隆寺地域の仏教建造物」、「紀伊山地の霊場と参詣道」、
「百舌鳥・古市古墳群」と、見渡す限りどの方角にも世界遺産が望めます。

NPO法人なないろサーカス団
奈良県北葛城郡王寺町
畠田3丁目7-23
TEL：0745-60-6654
営業時間：9:00-17:00
休業日：土・日曜日
https://nanairo-circus.stores.jp/

■ グッズのお問い合わせ

雪丸カフェ ポエム
奈良県北葛城郡王寺町久度2-2-1 
りーべる王寺東館 5F 王寺町地域交流センター
TEL：080-9127-6955
営業時間：9:30～16:00
休業日：水曜日

■ グルメのお問い合わせ

信貴山
437ｍ

生駒山
642ｍ

比叡山
848ｍ

龍田大社
朝護孫子寺

王寺駅

若草山
342ｍ

高円山
461ｍ

平城宮跡

東大寺

法隆寺

大和川

松尾山
315ｍ

王
寺
町
内
を
観
光
す
る
と

様
々
な
シ
ー
ン
で
雪
丸
に
会
え
る
!!

太子と大師、二人の
運命の出会いから
生まれた寺院

雪
丸
像
に
会
え
る
！

王寺町福祉作業所
「ポエム」の皆さんで
手づくりされています

YUKIMARU
STORE
▼



12 奈良墨
あってよかった
本当にいいモノ

奈良の伝統的工芸品である墨は奈良墨と言われ、全国シェア
は約90%を誇ります。小学校の授業で硯に磨った墨から１本
何十万円にもなる芸術品のような墨まで、奥の深い墨の製造
について知るため西の京で墨をつくられている工場を訪ねま
した。

墨運堂でつくられた墨

墨の資料館にある巨大金巻墨の展示

　
中
国
か
ら
墨
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の

は
約
１
４
０
０
年
前
と
言
わ
れ
、
日
本

書
紀
に
も
推
古
天
皇
の
時
代
に
墨
づ
く

り
が
行
わ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
の
都
だ
っ
た
飛
鳥
で
始
ま
っ
た

墨
づ
く
り
は
平
城
京
遷
都
と
と
も
に
奈

良
へ
移
り
ま
す
。
そ
の
後
京
都
へ
都
が

移
っ
て
か
ら
も
奈
良
に
は
多
く
の
社
寺

が
学
問
の
中
心
と
な
り
、
墨
は
奈
良
で

つ
く
り
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
の
墨
づ
く
り
は
、
最
初
の
う
ち

は
松
煙
墨
と
い
う
松
脂
を
含
ん
だ
松
を

燃
や
し
て
で
き
た
煤
を
使
っ
た
も
の
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

植
物
性
の
油
を
燃
や
し
て
煤
を
集
め
る

油
煙
墨
が
主
流
と
な
り
、
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
現
代
に
な
る
ま
で
文
字
を
書
く
に
は

墨
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の

書
物
や
木
簡
に
書
か
れ
た
内
容
は
千
年

以
上
経
っ
て
も
消
え
る
こ
と
は
無
く
今

に
伝
わ
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
も
珍
し

い
筆
記
具
で
す
。

　
書
道
の
経
験
が
あ
る
人
は
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
棒
状
の

墨
を
磨
っ
た
墨
汁
と
市
販
の
液
体
墨
の

ど
ち
ら
を
使
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
固
形
墨
は
硯
や
磨
る
と
き
の
力
加
減

で
墨
色
の
黒
味
の
強
さ
や
書
き
味
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
液
体
墨
は
均
一
な
状
態
で
使
う
こ
と

4

が
で
き
て
便
利
で
す
が
、
購
入
し
て
か

ら
は
磨
り
方
な
ど
で
微
妙
に
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
色
味
や
書
き
味
は
調
整
で

き
ま
せ
ん
。

　
墨
は
膠
と
い
う
動
物
か
ら
と
れ
る
ゼ

ラ
チ
ン
を
主
成
分
と
す
る
タ
ン
パ
ク
質

で
煤
を
練
る
こ
と
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
固
形
墨
は
膠
で
し
か
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
液
体
墨
に
は
膠
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
合
成
糊
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
合
成
糊
で
つ
く
ら
れ
た
液
体
墨
は
半

世
紀
の
歴
史
を
持
ち
、
機
能
は
膠
と
大

き
く
は
違
い
ま
せ
ん
が
、
特
徴
と
し
て
膠

の
液
体
墨
の
方
が
運
筆
は
滑
ら
か
で
、
よ

り
固
形
墨
に
近
い
で
す
。
合
成
糊
の
液
体

墨
は
乾
き
が
早
く
表
具
性
が
良
い
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
文
化
２
年
（
１
８
０
５

年
）
に
創
業
し
た
墨
運
堂
（
奈
良
市
）

に
は
「
墨
の
資
料
館
」
が
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
墨
の
歴
史
や
つ

く
り
方
の
展
示
が
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
職
人
が
実
際
に
墨
を
つ
く
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
墨
の
資
料
館
で
は
「
に
ぎ
り

墨
」
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

固
ま
る
前
の
墨
を
に
ぎ
っ
て
自
分
の
手

形
を
つ
け
た
墨
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
持
ち
帰
っ
て
か
ら
乾
燥
さ
せ

る
と
自
分
だ
け
の
墨
が
完
成
し
ま
す
。

墨
に
つ
い
て

墨
の
歴
史

墨
の
資
料
館

膠量が少ないと、
基線（芯）の黒が強
く見え、にじみに透
明感が増します。

一般的な和墨の膠
量です。基線（芯）が
しっかり見え、にじ
みも綺麗に出ます。

膠量が多いと、煤の分散が良
く、にじみは十分に出ています
が、基線（芯）に残る煤が少なく
なるので、黒味が弱く見えます。

「にぎり墨」体験

￥1,100／１丁（税込）

毎年１０月～４月（要予約）

生の墨を握った時の
やわらかさや温かさを
感じてみよう

膠量によって変わる芯とにじみ

に
か
わ

ゆ 

え
ん
ぼ
く

し
ょ
う
え
ん
ぼ
く

ま
つ
や
に
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墨
は
職
人
が
手
作
業
で
古
来
か
ら
伝

わ
る
製
法
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ

く
り
始
め
て
か
ら
完
成
ま
で
約
１
年
か

か
り
ま
す
。

　
気
温
の
低
い
冬
に
煤
と
膠
液
を
混
ぜ

て
練
る
作
業
を
行
い
、
木
型
に
入
れ
て

固
め
ま
す
。

　
そ
の
後
乾
燥
さ
せ
る
の
で
す
が
、
急

激
に
乾
燥
さ
せ
る
と
墨
が
割
れ
て
し
ま

う
た
め
、
灰
の
中
に
１
ヶ
月
ほ
ど
入
れ

て
水
分
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
灰

は
毎
日
水
分
量
を
減
ら
し
な
が
ら
交
換

し
ま
す
。
そ
の
後
は
１
〜
３
ヶ
月
ほ
ど

空
気
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
磨
き
、
研
ぎ
、

乾
燥
、
彩
色
の
工
程
を
経
て
墨
が
完
成

し
ま
す
。

墨づくりのようすの一部を
動画で公開中

奈良市六条１丁目5-35
TEL0742-52-0310
10：00～17：00（最終入場は16：30）
●休館日
10月～４月　毎週月曜日
　　　　　　（祝日の場合はその翌日）
　　　　　　年末年始
５月～９月　　土・日・祝日
　　　　　　８月1日～８月31日
●入館料　無料
https://boku-undo.co.jp/

墨の資料館

墨
の
つ
く
り
方

素焼の皿に植物油を入れ
灯芯を燃やし、 素焼の蓋
に付いた煤を採取する

原料の膠を二重釜に入れ
長時間煮て液体にする

煤と膠の溶液を混和機に入れ
練り合わせ、手足でよく揉み
木型に入れ成型する

木灰の入った箱に墨を入れて
乾燥させる灰乾燥は１ヶ月～
３ヶ月。自然乾燥は半年～２年。

採煙

膠の溶解

型入れ

乾燥
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古
来
、
修
験
道
の
霊
山
と
し
て
名
高

い
吉
野
山
は
、「
一
目
千
本
」
と
呼
ば
れ

る
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
今
な
お

人
々
を
魅
了
し
つ
づ
け
て
い
る
。
吉
野

山
に
桜
が
多
い
の
は
、

そ
れ
が
修
験
道
の
本
尊

で
あ
る
蔵
王
権
現
の
神

木
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
由
来
す
る
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
白
山
桜
で
、

そ
の
数
は
三
万
本
に
も

及
ぶ
。
毎
年
、
四
月
初

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

山
下
の
下
千
本
か
ら
順

に
、
中
千
本
・
上
千
本
・

奥
千
本
と
開
花
し
て
い

く
が
、
そ
の
情
景
は
見

事
と
い
う
ほ
か
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
吉
野
の

地
は
戦
乱
の
舞
台
と
な

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ
た
。
室
町
時
代
に

は
、
京
都
を
脱
出
し
た

後
醍
醐
天
皇
を
奉
じ
て

南
朝
の
御
所
が
置
か
れ
、

北
朝
側
で
あ
る
幕
府
軍

と
の
激
し
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
俗
に

い
う
『
太
平
記
』
の
世

界
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）

に
南
北
朝
の
合
一
が
果
た
さ
れ
た
も
の

の
、
南
朝
方
の
抵
抗
は
激
し
か
っ
た
。

三之公三之公

川上村 金剛寺 朝拝式 （写真提供：川上村）

ざ
お
う

ご

ご

だ
い
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と
い
う
の
も
、
合
一
の
際
に
交
わ
さ
れ

た
「
明
徳
の
和
約
」
で
は
、
天
皇
は
北

朝
系
と
南
朝
系
か
ら
交
代
で
出
す
と
い

う
約
束
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

北
朝
系
の
後
小
松
天
皇
が
譲
位
し
、
そ

の
皇
子
で
あ
る
称
光
天
皇
が
即
位
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
北
朝
系
に
よ
っ

て
皇
位
が
独
占
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

に
は
、
日
野
有
光
が
南
朝
の
皇
胤
と
さ

れ
る
金
蔵
主
・
通
蔵
主
を
奉
じ
て
内
裏

に
潜
入
し
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ

る
神
璽
を
奪
っ
て
吉
野
に
逃
れ
た
。
川

上
村
の
三
之
公
に
は
御
所
が
築
か
れ
、

金
蔵
主
は
後

南
朝
を
開
い

て
初
代
天
皇

と
な
っ
た
。

金
蔵
主
の
死

後
、
長
男
の

自
天
王
が
二

代
天
皇
に
、

次
男
の
忠
義

王
が
征
夷
大

将
軍
と
な
っ

た
が
、
北
朝

方
の
赤
松
一

党
に
よ
っ
て

滅
ぼ
さ
れ
た
。

　
川
上
村
に

あ
る
真
言
宗

寺
院
・
金
剛

寺
で
は
、
悲

運
の
最
期
を

遂
げ
た
自
天

王
を
偲
ん
で
、

毎
年
二
月
五

日
に
「
朝
拝

式
」
が
営
ま

れ
て
い
る
。

朝
拝
式
は
、

兜
な
ど
の
武

具
を
ご
神
体

と
し
て
崇
め
る
式
典
で
、
谷
崎
潤
一
郎

の
中
編
小
説
『
吉
野
葛
』
に
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

南
朝
の
宮
方
に
お
仕
え
申
し
た
郷
士

の
血
統
、「
筋
目
の
者
」
と
呼
ば
れ

る
旧
家
は
数
多
く
あ
っ
て
、
現
に
柏

木
の
附
近
で
は
毎
年
二
月
五
日
に

「
南
朝
様
」
を
お
祭
り
申
し
、
将
軍

の
宮
の
御
所
跡
で
あ
る
神
の
谷
の
金

剛
寺
に
於
い
て
厳
か
な
朝
拝
の
式
を

挙
げ
る
。
そ
の
当
日
は
数
十
軒
の

「
筋
目
の
者
」
た
ち
は
十
六
の
菊
の

御
紋
章
の
附
い
た
裃
を
着
る
こ
と
を

許
さ
れ
、
知
事
代
理
や
郡
長
等
の
上

席
に
就
く
の
で
あ
る
。

　
現
在
は
川
上
村
教
育
委
員
会
内
の
「
川

上
村
朝
拝
式
保
存
会
」
が
主
催
し
て
お

り
、
今
年
（
令
和
三
年
）
で
五
六
四
回

目
を
数
え
る
。
後
南
朝
は
、
今
な
お
地

域
の
人
々
か
ら
の
尊
崇
を
集
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

　『
吉
野
葛
』
は
、
後
南
朝
を
題
材
と
す

る
歴
史
小
説
の
執
筆
を
計
画
し
て
い
た

「
私
」
が
、
親
友
の
津
村
の
誘
い
を
受
け

て
、
歴
史
的
伝
承
の
数
多
く
眠
る
吉
野

を
訪
問
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ

の
冒
頭
部
分
で
、
谷
崎
は
「
作
者
は
た

だ
与
え
ら
れ
た
史
実
を
都
合
よ
く
配
列

す
る
だ
け
で
も
、
面
白
い
読
み
物
を
作

り
得
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
小
説
と

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
谷
崎
の
言
う
「
史
実
」
は
、

現
在
の
歴
史
学
か
ら
す
れ
ば
信
を
置
き

が
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に

虚
構
を
盛
り
込
む
こ
と
も
容
易
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

中尾 和昇
［なかお かずのり］
関西大学文学部国語国文学科卒業。
関西大学大学院文学研究科国文学
専攻博士課程前期課程および後期課
程修了。博士（文学）。2015 年奈良
大学着任。専門は日本近世文学で、
江戸時代後期の小説、特に『南総里
見八犬伝』の作者である曲亭馬琴の
読本（伝奇小説）・合巻（娯楽絵本）
作品を中心に研究している。近著に
『享和・文化初期読本の基礎的研究』
（共著）、『奈良の文学とことば』（共著）
がある。

『松染情史秋七草』巻１・挿絵（個人蔵）

　『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
作
者
と
し
て

名
高
い
曲
亭
馬
琴
も
、
後
南
朝
に
魅
了

さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
例
え
ば
、
浄
瑠

璃
で
お
な
じ
み
の
〈
お
染
久
松
物
〉
の

心
中
話
を
基
に
し
た
『
松
染
情
史
秋
七

草
』（
文
化
六
年
﹇
一
八
〇
九
﹈
刊
）
と

い
う
作
品
で
は
、
主
人
公
の
お
染
・
久

松
を
南
朝
方
の
子
女
と
し
て
描
き
な
お

し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
続
編
で
あ
る

『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』（
天
保
三
年
〜
六

年
﹇
一
八
三
二
〜
三
五
﹈
刊
）
に
な
る

と
、
史
実
を
大
胆
に
改
変
し
て
、
主
人

公
に
よ
る
足
利
義
満
暗
殺
が
描
か
れ
る
。

　
手
前
味
噌
で
恐
縮
だ
が
、
こ
の
あ
た

り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、『
奈
良
大
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
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奈
良
の
文
学
と
こ
と
ば
』

（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
に

詳
述
し
た
。
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
あ
る
。

ご

こ
ま
つ

あ
り
み
つ

こ
ん
ぞ
う
す

つ
う
ぞ
う
す

こ
う

か
み
し
も

た
に

き
ょ
く
て
い
ば
き
ん

し
ょ
う
せ
ん

く
さか

い
か
ん
き
ょ
う
き
き
ょ
う
か
く
で
ん

よ
し
み
つ

じ
ょ
う
し
あ
き
の
な
な

し
ん
じ

さ
ん

の

こ

じ
て
ん
の
う

ち
ゅ
う
ぎ

し
ょ
う
こ
う

お
う

こ
ん

ち
ょ
う
は
い

な
ん
そ
う
さ
と
み

は
っ
け
ん
で
ん

し
き

ご
う



　
刻
一
刻
と
変
化
す
る
朝
と
夕
の
光
線
。

１
秒
後
に
は
見
ら
れ
な
い
瞬
間
の
風
景

が
あ
り
ま
す
。
奈
良
県
で
眺
め
ら
れ
る

朝
・
夕
の
特
別
な
シ
ー
ン
を
集
め
て
み

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
小
誌
で
撮
影
し
た

も
の
で
す
。

　
古
人
に
も
朝
や
夕
刻
に
特
別
な
感
情

が
湧
き
ま
し
た
。『
万
葉
集
』
の
代
表
的

な
朝
と
夕
の
歌
を
引
い
て
お
き
ま
す
。

　冬
過
ぎ
て
春
来
る
ら
し
朝
日
さ
す

　春
日
の
山
に

　霞
た
な
び
く〈

作
者
不
詳
〉

冬
が
過
ぎ
て
、
春
が
来
た
よ
う
だ
。
朝

日
が
射
し
て
い
る
春
日
の
山
に
も
霞
が

た
な
び
い
て
い
る
。

　春
日
野
に
照
れ
る
夕
日
の
外
の
み
に

　君
を
相
見
て

　今
ぞ
悔
し
き〈

作
者
不
詳
〉

春
日
野
に
照
る
夕
日
の
よ
う
に
、
遠
く

か
ら
あ
な
た
を
見
て
い
た
だ
け
で
し

た
。
そ
れ
が
今
に
な
っ
て
は
悔
や
ま
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

　
朝
と
夕
に
流
れ
る
、
や
さ
し
い
時
間

と
光
。
記
憶
に
し
み
こ
み
ま
す
。
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静かにひたる
瞬間の美

瑞
々
し
さ
や
染
ま
る
空
。い
い
風
景
、あ
り
ま
す
。

奈
良
で

朝景景
夕景景
・

を
楽
し
む

朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝 5：006：007：008：00



　
2
0
2
0
年
に
私
が
購
入
し
た
本
で
、
最

も
お
す
す
め
し
た
い
本
が
こ
ち
ら
で
す
。

　
今
ま
で
何
度
も
、
何
年
も
、『
完
訳
　
７
つ

の
習
慣
　
人
格
主
義
の
回
復
』
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
読
ん
で
全
て
を

理
解
す
る
自
信
が
な
く
二
の
足
を
踏
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
に
よ
る
と
、

私
は
1
日
平
均
で
2
時
間
33
分
も
画
面
を
見

て
い
る
ら
し
い
。
本
が
好
き
で
本
屋
に
勤
め

て
い
る
が
、
読
書
の
時
間
は
通
勤
電
車
の
30

分
ほ
ど
。
本
を
読
む
5
倍
以
上
も
ス
マ
ホ
を

眺
め
て
い
た
の
か
・
・
・
。

　
し
か
し
こ
れ
は
少
な
い
方
で
、
若
者
は
1

日
7
時
間
以
上
も
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
そ
う

だ
。
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
人
は
ス
マ
ホ
が
手
放
せ

な
い
の
か
？

　
本
書
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
脳
は
新
し
い
も
の

へ
の
欲
求
が
強
く
、
新
た
情
報
を
得
る
と
ド
ー

パ
ミ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
快
感
と
興
奮
を
覚
え

る
よ
う
で
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
次
々
に

新
し
い
世
界
が
広
が
る
ス
マ
ホ
は
、
快
楽
の

連
鎖
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
る
と
い
う
の
だ
。

　
さ
ら
に
S
N
S
を
使
う
と
「
い
い
ね
！
」

の
数
が
気
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
ス
マ
ホ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
あ
っ

と
い
う
間
に
何
時
間
も
経
ち
、
そ
の
犠
牲

に
な
る
の
は
「
リ
ア
ル
に
」
人
と
会
う
時

間
や
会
話
、
運
動
や
睡
眠
時
間
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の
機
会
が
減
り
、
１

日
の
ほ
と
ん
ど
を
ス
マ
ホ
と
パ
ソ
コ
ン
の

前
で
過
ご
し
た
ら
人
間
の
心
と
身
体
が
ど

う
な
る
の
か
？

　
ス
マ
ホ
無
し
で
は
暮
ら
せ
な
い
今
こ
そ
、

ス
マ
ホ
に
支
配
さ
れ
な
い
使
い
方
を
本
書

で
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
ん
な
中
こ
の
本
を
発
見
し
、
も
の
は

試
し
に
と
購
入
。
パ
ン
職
人
の
青
年
を
主

人
公
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
軸
に
、
７
つ

の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
す
。
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
か
わ
い
ら
し

い
イ
ラ
ス
ト
と
分
か
り
や
す
い
事
例
で
、

理
解
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。

　
読
後
、
あ
れ
だ
け
躊
躇
し
て
い
た
『
完

訳
〜
』
を
す
ぐ
に
購
入
。
少
し
ず
つ
理
解
を

深
め
つ
つ
読
み
進
め
て
い
ま
す
。
一
本
芯
が

通
っ
た
お
か
げ
で
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
日
々
の
生
活
に
活
か
す
こ
と
が
出

来
て
い
る
…
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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啓林堂書店の外さない本棚 https://www.books-keirindo.co.jp/

スマホ脳13歳から分かる！ 7つの習慣
自分を変えるレッスン アンデシュ・ハンセン 著

久山葉子 訳（新潮新書）
作：スティーブン・R・コヴィー 原作
関口英子 訳（岩波書店）

我々はスマホに支配されてしまうのか。“7つの習慣”とは、「人格」を
みがくための習慣。その入口に。

【
奈
良
店
　
店
長
　
西
田 

大
栄
】

【
郡
山
店
・
新
大
宮
店
　
店
長
　
北
浦
文
三
】

朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕朝朝朝朝朝
17：0018：0019：0020：00



の
ど
か
村
に
は
季
節
ご
と
の

楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い

　
信
貴
山
の
ど
か
村
は
「
心
豊
か
な
自

然
と
食
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
‼
」
を
テ
ー

マ
に
、
一
年
を
通
し
て
楽
し
め
る
農
業

公
園
で
す
。

　
大
人
気
の
味
覚
狩
り
は
季
節
に
よ
り
、

そ
の
時
々
の
旬
な
野
菜
や
果
物
が
味
わ

え
ま
す
。
作
物
の
種
類
も
豊
富
で
、
な

ん
と
年
間
で
40
〜
50
種
に
も
。
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
取
得
し
た
の
ど
か

村
の
野
菜
や
果
物
た
ち
は
低
農
薬
栽
培

で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
安
心
・
安
全
で

す
。

　
園
内
で
は
美
し
い
花
々
が
咲
き
誇
り
、

訪
れ
た
人
々
に
四
季
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
春
の
桜
や
菜
の
花
、
夏
の
ひ

ま
わ
り
な
ど
が
広
が
る
風
景
は
、
ど
れ

も
美
し
く
心
を
和
ま
せ
癒
し
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

甘
い
香
り
に
誘
わ
れ
て

進
ん
で
い
く
と
そ
の
先
に

　
の
ど
か
村
で
は
様
々
な
味
覚
狩
り
が

季
節
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
大
人
気
な
の
が
イ
チ
ゴ
狩
り

で
す
。
栽
培
し
て
い
る
種
類
は
あ
す
か

ル
ビ
ー
・
古
都
華
・
た
ま
ひ
め
・
な
の
か
・

ゆ
め
の
か
・
な
ど
。
当
日
の
イ
チ
ゴ
の

品
種
は
朝
の
チ
ェ
ッ
ク
で
決
ま
り
ま
す
。

一
番
食
べ
頃
と
な
っ
た
赤
く
鮮
や
か
に

輝
く
イ
チ
ゴ
た
ち
を
選
ん
で
い
る
の
で
、

ど
れ
も
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
。
食
べ
放

題
な
の
で
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
し
て
く
だ

さ
い
。
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03
Vol.

し

　ぎ

　さ
ん

む
ら

県
境
を
越
え
て
奈
良
へ
向
か
う
道
、
奈
良
街
道
の
ひ
と
つ
に
龍
田
古
道
が
あ
り
ま
す
。

大
阪
府
柏
原
市
か
ら
三
郷
町
へ
と
続
く
こ
の
道
は
、

古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
人
々
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
魅
力
を
探
る
本
企
画
の
第
３
回
は
、
三
郷
町
に
あ
る
農
業
公
園
、

緑
い
っ
ぱ
い
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
信
貴
山
の
ど
か
村
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

イチゴ狩り料金
（制限時間30分）
大人 ： 1,500円
（中学生以上）
小人 ： 1,200円
（小学生）
幼児 ： 　600円
（3才以上）
乳児 ： 　200円
（1～2才）

ガク（ヘタ）が反りあがっているのが
美味しいイチゴ！

いちご管理責任者
こうはた

光旗 和也さん



三
郷
町
の
ど
か
村
産

「
天
空
メ
ロ
ン
」

　
天
空
メ
ロ
ン
は
「
ア
ー
ル
ス
ブ
ラ
ボ
ー
」

と
い
う
種
類
で
、
糖
度
は
15
〜
16
度
。
近

畿
大
学
農
学
部
と
の
コ
ラ
ボ
で
※I
C
T
農

法
に
よ
る
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
夏
・

秋
の
年
２
回
収
穫
可
能
で
、
次
回
の
メ
ロ

ン
狩
り
は
令
和
３
年
７
月
頃
の
予
定
で

す
。
完
熟
し
た
美
味
し
い
天
空
メ
ロ
ン
狩

り
を
是
非
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

い
っ
ぱ
い
疲
れ
よ
う

　
の
ど
か
村
入
り
口
す
ぐ
の
芝
生
広
場

は
約
１
０
，０
０
０
㎡
。
走
り
回
る
子
供

た
ち
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
む
人
、

お
弁
当
を
食
べ
る
家
族
が
い
た
り
と
皆

の
憩
い
の
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
付
近
に
か
ま
ど
と
ピ
ザ
窯
を
発
見
。

に
わ
と
り
の
庭
に
て
た
ま
ご
拾
い
を
し

た
後
は
、
か
ま
ど
で
炊
い
た
ア
ツ
ア
ツ

の
ご
飯
に
か
け
て
卵
か
け
ご
飯
に
す
る

の
が
最
高
で
す
。
ピ
ザ
窯
で
焼
く
本
格

ピ
ザ
も
絶
品
、
季
節
に
応
じ
た
野
菜
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
へ
進
む
と
子
供
達
に
人
気
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
グ
ラ
ス

ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ば
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ジ
ャ

ム
の
手
作
り
体
験
教
室
な
ど
も
あ
る
の

で
一
日
中
楽
し
め
ま
す
。

　
遊
び
疲
れ
た
ら
芝
生
広
場
に
戻
っ
て
一

休
み
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
広
大
な
広

場
に
寝
転
が
っ
て
空
を
見
上
げ
れ
ば
心
も

身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。
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※ICT（情報通信技術）農法とは、農作物の栽培に必要な水・液肥・温度調整など管理機能にICTを導入する
ことで農作業の自動化を実現し、農業初心者でも容易に栽培管理を可能にすることです。

イチゴ ................... 1～5月
タケノコ ................ 4月中旬～4月下旬
タマネギ ................ 5月上旬～6月上旬
春野菜 ................... 4月～5月
（レタス・大根等）
ジャガイモ ............ 5月～6月
えんどう ................ 4月下旬～6月中旬
夏野菜 ................... 6月下旬～9月下旬
（ナス・きゅうり・ピーマン等）
トマト ................... 7月下旬～9月上旬
ミニトマト ............ 8月上旬～9月下旬
スイートコーン .... 7月中旬～8月中旬

ブルーベリー ......  7月下旬～8月下旬
ぶどう .................  7月下旬～9月中旬
栗 .........................  9月中旬～10月中旬
りんご .................  10月下旬～11月下旬
さつまいも ..........  9月上旬～11月上旬
しいたけ ..............  9月中旬～11月下旬
里芋 .....................  10月中旬～12月上旬
秋野菜 .................  9月下旬～12月
（大根・白菜・ネギ・ブロッコリー等）
ミカン .................  10月下旬～11月下旬
タマゴ .................  通年

※収穫時期は目安です。

メロン狩りは100g100円！

すいせん　パンジー
モクレン　桜

ツツジ　アヤメ　菜の花

花しょうぶ　あじさい
マリーゴールド　ひまわり
サルビア　さるすべり

萩　彼岸花
コスモス
紅葉

葉ぼたん
椿

味覚狩りは予約の必要なく楽しめます。（団体利用除く）
ただし、野菜・果物がなくなり次第、終了となります。 
味覚狩りは予約の必要なく楽しめます。（団体利用除く）
ただし、野菜・果物がなくなり次第、終了となります。 

メロンパフェ  期間限定で登場予定！
零れ落ちそうなほどメロンが
たっぷり使われている贅沢なパフェ、
絶対に味わわなければいけない一品です。

生駒郡三郷町信貴南畑1丁目7-1
TEL0745-73-8203
 3 月～11月／9：30～17：00
12月～ 2 月／9：30～16：00
●休園日　毎週木曜日（祝日の場合は営業）
　　　　　冬季（12月～２月）は水・木曜日
●入園料　大人（中学生以上）600円 （12月～２月は300円）
　　　　　小人（４歳～）350円 （12月～２月は100円）
　　　　　団体割引　30名以上１割引／100名以上２割引
●駐車場　無料
http://www.sigisan-nodokamura.com/
写真：信貴山のどか村提供

農業公園信貴山のどか村



柳本

長柄
旧柳本飛行場
防空壕跡（北）

主
滑
走
路
の
一
部 51旧柳本飛行場

防空壕跡（南）
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モアイ像

柳
本
飛
行
場

　天理市役所正面、中央玄関の西側にはモアイ像が設置さ
れています。チリ政府から友好の願いとして贈られたこの
像は、「市庁舎完成」と「わかくさ国体開催」を記念して、昭
和60年現在の位置に設置されました。奈良県は2031年に、
1984年「わかくさ国体」以来、２回目となる国民体育大会
（23年から国民スポーツ大会に改称）の開催地に内々定し
ています（2021年１月15日発表）。国体２巡目が決まり施
設面などでもスポーツを盛り上げてほしいと思います。

　
天
理
市
南
方
の
農
村
地
帯
に
柳
本
飛

行
場
は
あ
り
ま
し
た
。
正
式
名
称
は「
大

和
海
軍
航
空
隊
大
和
基
地
」。

　
太
平
洋
戦
争
時
の
１
９
４
２
年
の
夏

く
ら
い
か
ら
測
量
が
始
め
ら
れ
、
１
９

４
３
年
整
地
、
１
９
４
４
年
９
月
15
日

か
ら
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
も

当
時
の
滑
走
路
跡
や
防
空
壕
跡
な
ど
の

戦
争
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
主
滑
走

路
は
、
長
さ
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
幅

１
０
０
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。
戦
後
５
〜

６
年
後
か
ら
滑
走
路
を
田
畑
に
戻
す
作

業
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
約

８
０
０
メ
ー
ト
ル
・
幅
10
メ
ー
ト
ル
が

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。

　
防
空
壕
は
外
部
が
ほ
ぼ
土
に
覆
わ
れ

て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
が
露

出
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
当
時

は
完
全
に
土
で
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
、

外
見
は
古
墳
の
よ
う
に
見
え
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
入
り
口
は
４
隅
に
あ
り
内

部
に
通
じ
て
い
ま
す
。

住所：奈良県天理市川原城町６０５
　　　（天理市役所内）
ＴＥＬ：０７４３－６３－１００１（天理市役所）

基本情報

基本情報

奈良県天理市岸田町、柳本町

主滑走路の一部

防空壕

古
都
・
奈
良
に
も
軍
事
基
地
が
存
在
し
た
!!

古
都
・
奈
良
に
も
軍
事
基
地
が
存
在
し
た
!!

奈
良
の

昭
和
遺
産

奈
良
の

昭
和
遺
産

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
が
移
り

変
わ
る
中
、
戦
後
七
六
年
が
経
ち
戦

争
の
悲
惨
さ
を
経
験
し
た
人
も
少
な

く
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
戦
争
遺
産
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
る
国
民
体
育
大
会
、
高
度
成

長
を
支
え
た
Ｓ
Ｌ
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
が
移
り

変
わ
る
中
、
戦
後
七
六
年
が
経
ち
戦

争
の
悲
惨
さ
を
経
験
し
た
人
も
少
な

く
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
戦
争
遺
産
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
る
国
民
体
育
大
会
、
高
度
成

長
を
支
え
た
Ｓ
Ｌ
を
紹
介
し
ま
す
。

特集
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屯
鶴
峯
地
下
壕

ＳＬ（Ｄ５１６９１）
　D51形蒸気機関車は日本国有鉄道
（国鉄）の前身である鉄道省が設計、
製造した、単式２気筒で過熱式のテ
ンダー式蒸気機関車です。製造は
1935年～1945年で引退は 1975年。
愛称はデゴイチ・デコイチです。こ
のD51が天理市の田井庄公園（通称：
ロボット公園）にあります。

　
ど
ん
づ
る
ぼ
う
。
奇
妙
な
地
名
で
す
。

　
大
阪
と
奈
良
を
分
け
る
生
駒
金
剛
山

系
の
中
央
に
ラ
ク
ダ
の
背
の
よ
う
に
二

つ
の
頂
が
連
な
っ
た
二
上
山
と
呼
ば
れ

る
火
山
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
火
山
灰
起

源
の
岩
層
の
隆
起
と
侵
食
で
形
成
さ
れ

た
奇
怪
な
地
形
が
あ
り
ま
す
。
露
出
し

た
白
い
岩
層
上
に
松
の
樹
木
が
点
在
す

る
情
景
を
、
森
林
に
た
た
ず
む
鶴
の
群

れ
に
た
と
え
て
、
古
く
か
ら「
鶴
が
屯
ろ

し
た
」と
い
う
意
で「
屯
鶴
峯
」と
呼
ば

れ
、
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公
園
の
景
勝

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７

８
年
に
は
奈
良
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
に
も
太
平
洋
戦
争

の
末
期
１
９
４
４
年
ご
ろ
か
ら
当
時
の

陸
軍
に
よ
り
、
延
長
２
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

網
の
目
状
の
防
空
壕
が
構
想
さ
れ
ま
し

た
。
ト
ン
ネ
ル
専
門
部
隊
が
３
０
０
人

態
勢
で
１
日
24
時
間
、
約
２
ヶ
月
に
わ

た
っ
て
掘
り
続
け
ま
し
た
が
、
予
定
し

て
い
た
航
空
総
軍
戦
闘
指
令
所
な
ど
の

軍
事
施
設
が
完
成
す
る
前
に
終
戦
を
迎

え
ま
し
た
。
全
国
で
地
下
壕
の
戦
闘
指

令
所
は
屯
鶴
峯
地
下
壕
と
長
野
県
長
野

市
の
松
代
大
本
営
地
下
壕
の
２
ヶ
所
だ

け
の
よ
う
で
す
。

　
屯
鶴
峯
に
は
駐
車
場
も
あ
り
、
屯
鶴

峯
か
ら
傾
斜
が
あ
る
山
道
を
約
30
分
歩

け
ば
地
下
壕
に
着
き
ま
す
。
特
に
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
数
ヶ
所
の
分
か
れ
道

が
あ
り
ま
す
が
、
地
下
壕
方
向
へ
は
赤

色
や
黄
色
の
テ
ー
プ
が
巻
き
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
地
下
壕
内
は
水
が
溜
ま
っ
て
お
り
入

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
か

ら
は
冷
気
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

壕
が
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば
奈
良
も
戦
場

と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。

地下壕入口

基本情報

奈良県香芝市穴虫

基本情報

奈良県天理市田井庄町（田井庄公園内）
ＴＥＬ：０７４３－６３－１００１（天理市役所）

ど
ん
づ
る
ぼ
う

屯鶴峯

大
阪
教
育
大
前

関屋

二上

二上山
近鉄南大阪線

上ノ太子

165

30

香芝IC

羽曳野東IC

た
む

入口右側内部



悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
使用しています。

奈良の墨


